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パーソナルコンピュータ、いわゆるパ

ソコンは１９７０年代後半から続々と各

メーカーから発売されました。当時８ビッ

ト・マイクロプロセッサ（※１）を搭載したパソ

コンが数多く発売され、中でもＮＥＣの

「ＰＣ-８００１」、シャープの「ＭＺ-８０Ｋ」、

富士通の「ＦＭ-８」が人気を博し、のち

に「８ビット御三家」と呼ばれるようになり

ました。（※２）

このＮＥＣ ＰＣ-６００１も、８ビット・マイ

クロプロセッサを搭載したパソコンで、ＮＥ

Ｃから１９８１年に発売されました。ＰＣ-

８００１が実務用（ビジネス向け）に作ら

れた製品であるのに対し、こちらは家庭

用のホビーマシンとして販売され、価格

も約９万円と当時のパソコンとしては安

価な機種でした。パピコンの愛称で親しまれ、おもにゲームや教育目的で活用されま

した。

しかしこのホビーマシンの時代は、それほど長く続きませんでした。１９８３年には任

天堂から「ファミリーコンピュータ」が発売され、空前のファミコンブームが始まり、また

８０年代後半には１６ビットパソコンが普及し、ファミコンでは物足りない人たちが、より

深いストーリーや美しいＣＧを実現するハイスペックのパソコンでゲームをするようにな

っていきました。こうして、ファミコンブームとパソコンゲームの二極化が進み、結局安

価な８ビットのホビーマシンは、徐々に姿を消していくことになったのです。

当館で所蔵しているＰＣ-６００１ですが、実は５年ほど前に動かしたことがあります。

その時は展示場でＢＡＳＩＣプログラムを走らせる実演会を行いました。今でも動くと思

いますので（きっと…）、コロナが落ち着いたら、また実演したいと思います。

（※１）現在のパソコンの主流は、６４ビットパソコンです。

（※２）展示場１階「いろいろなパソコン」では、当館で所蔵する歴代のパソコンを展示し

ています。ＰＣ-８００１も展示していますので、合わせてご覧ください。
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